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こうし家
１カ月の家計簿
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《支出の部》
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○給　与…………………………… 38万3,470円
（10.8％増）

　基本給…………………………… 15万7,610円
　　【市税、分担金・負担金など】	 （0.3％減）
　諸手当…………………………… 	22万5,860円
　　【地方交付税、国県支出金など】	 （20.1％増）

○ローンの借入れ	…………………… 3万3,030円
　【市債】	 （23.0％減）
────────────────────
　　　小　　　計	 41万6,500円

（7.0％増）

○貯金の取崩し	………………………………170円
　【基金繰入金】	 （99.4％減）
────────────────────
　　　合　　　計	 41万6,670円

（0.1％減）

○貯金残高…………………………129万7,320円
　【基金期末見込み高】	 （17.4％増）

○食　費……………………………… 7万8,530円
　【人件費】	 （0.8％増）

○光熱水費、通信費など	 ……………	4万7,670円
　【物件費】	 （12.7％増）

○医療費…………………………… 11万6,060円
　【扶助費】	 （34.0％増）

○ローンの返済	……………………… 4万3,570円
　【公債費】	 （10.6％減）

○家、車、家電の購入、修理	………… 3万2,520円
　【普通建設事業費、維持補修費】	 （31.3％減）
	
○家族への仕送り	…………………… 9万6,970円
　【繰出金、補助費など】	 （14.1％減）

○その他の諸費……………………………1,350円
　【積立金、貸付金など】	 （3.6％増）
────────────────────
　　　合　　　計	 41万6,670円
　　　　　　　　　　　　　　　　　	（0.1％減）

○ローン残高	………………………535万3,800円
　【市債期末見込み高】	 （0.2％増）

※実際の数値とは一致しません。
※（　）内は、21年度と比べた増減率です。
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●骨格予算とは？
　首長や議会の議員の改選を目前に控えている場合など、１年間の行政活動をすべてにわたって予

算計上することが困難、あるいは適当でないと判断した場合、新規の施策などを見送り、また、政策的

経費を極力抑え、義務的経費を中心に編成された予算を言います。

　この場合、次の議会で補正予算として政策的な経費など、骨格予算で計上されなかった経費を肉付

けして予算編成することになります。

家 計 簿 チ ェ ッ ク ！

１カ月あたりの収入支出について、それぞれご説明します。

■	給与のうち基本給は前年度に比べ、0.3％減っています。
この基本給は皆さんが納めた「市税」などの「自主財源」
にあたるものが主で、減った理由は、前年度からの繰越
金などを少なく見込んだからです。
■	給与のうち諸手当は前年度に比べ、20.1％増えていま
す。この諸手当は「地方交付税」などの「依存財源」にあた
るものが主で、増えた理由は前年度の基本給のうち「市
税」が少なかったことの影響を受けて、「地方交付税」の
増加が見込めるからです。
■	ローンの借入れが前年度に比べ、23.0％減っています。
減った理由は、はじめにご説明したとおり、今年度予算を
骨格予算とし、政策的経費にあたる市道や公園整備など
の建設工事などの予算を計上していないためです。この
分のローンの借入れが減っています。
■	貯金の取崩しが前年度に比べ、99.4％減っています。こ
れは前年度にあった法人市民税の還付金などの一時的
な経費の支出が減少したため、貯金を取り崩さなかった
からです。

■	食費が前年度に比べ、0.8％増えています。これは3年に
1度の参議院議員選挙や5年に1度の国勢調査などにか
かる費用が増えたからです。

■	光熱水費、通信費などが前年度に比べ、12.7％増えて
います。これは主に市の頭脳と言うべき情報電算ネット
ワークの機器更新にかかる経費などが増えたからです。
■	医療費が前年度に比べ、34.0％増えています。これは新
政権が創設した「子ども手当」などが増えたからです。

■	ローンの返済が前年度に比べ、10.6％減っています。こ
れは前年度にあった市債の繰り上げ償還分がなくなった
からです。

■	家、車、家電の購入、修理が前年度に比べ、31.3％減って
います。これは当初予算を骨格予算としたため、市道や公
園整備などの建設工事などの予算を少なく計上している
からです。

■	家族への仕送りが前年度に比べ、14.1％減っています。
これは企業への法人市民税の還付金が減少したためで
す。
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